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であった.摘松グラブ恒的ラダラフ机敵駿は且7グラフト且2

%をこ認めたがラダ--ラ7卜嘘1授除去私Lくぼ蒋グラフトをこ
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グラフト感免はチヨダラブト,2%に認め予2例をこゲラ
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昭和57年より本格的をこAぺ二バ車ミス術を行って以来

昭和63年10月まで30秒例に達した甘

手術時年禽 冠動脈病変級数,移植グラフト数は年次

毎に増加憾経tjを示Lた.手術死亡は掴軌 4.7%であっ

たが,このうち̂m例は緊急手術例であ-一〕た.昭和58年よ

りPprC規や昭和59年よりPTCAを開始したが予この

2年間のA-Eバイパス症例は薯Li増加し 糖に緊急

手術例は50%近くにも適した.その後㌘TCAa)手技殿
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グラフトをmい良好な結果を得ている市手術死亡や壬｡軒
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後の緊急手術例を陵削ぎ?成績は瀦履すべきものであっ
た_.
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心房中隔欠損症 をASD)の中で最屯まれな冠静脈洞

型ASDを経験し 辛鮪により良好な結果を得たので

報告する.症例ほほ歳の男性で,心雑音を主訴に来院し

た.現症では胸骨左緩第3肋間に2/6の収縮期雑音を

聴取し,mRは53,8%と拡充し賢心電図は不完全右脚

ブロックを屋f:_Lていた.心臓か斉--テル瞭登では芳心内

圧をこぼ凝滞なく,カテ---テ瑚豊通常より低い位置から

AS損を通過Lて左房に棒先された(敬/頓S-息.紘

体外循環mFをこ手術を施行したが,通常のASIBはな

く賢卵円孔開存鮎認めなか-〕た.冠静脈洞開u部が拡充
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左顔と変通しているが)が確認された,妻司部を直接連続縫

合開銀した早産丑譲静脈適残は認汐3なかった,術後経過
は順調で軽快退院Lた書
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望沼 南心補助を必要とした重症者要綱胃弁閉鎖本金
圧しL一･1回
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注旨量昭治

痛憤期間が長く,備前から肝腎機能障害を伴い,心不

全の増悪のた蜘こ丸退院を繰返首レ/た,蚤症熱願紅卜菅沢+㌘損

外循環離脱不能とな皐プヲロ-ラポンプによる鼠Gバイパ

ス+RVALBをこより離脱L軍最期生存を得た.

望2)左房内球状血栓症

鷲蛮 iT壷:漂汽哲盈語を尖誓 試東学)巨丹 明

左房内球状血栓症和議例を呈示する肝第1例は70才女

性で脳梗塞による片麻輝があり,心エ=3､--をこかてMjs㌻+Asr

≠左腐肉浮遊球状血栓を発見されたせ高齢であることA

弁病変を伴うことより心索テ検査を施行L準緊急手術を

予定したが心力テ翌日に多発性塞栓のため死亡した"節

2例は7且才寵慨で銅mjの脳塞栓を起こもノた緩心ユニ夏山で

MSR斗TR左腐肉球状ぬ栓を発見され当事射こ緊急入院

Lた.血栓は左肩緩蟹についていたが徐 を々こ遊離Lてき

たため丸院嶺巨∃田に緊急手術を施行したB血栓は非常に

を行ったが左室破裂かこて死亡Lた.第3例は鮒斉【密使で

華杵症し1冊頼..言･十∴LL:廿.1､隼粧-:.･軒J∵十∴∵ (

てMS+左房内球状血栓を発見されたせA弁や丁弁は

異常なく,血栓は左房後壁をこ割合しっかりと固定されて

いたが心力テは施行せず準緊急手番を行った.血栓は左

虜後壁についていたが簡単をこ割離された.MV況(S脚

25M)を行い経過良好である.

23)治療後35年を経過し狭窄症朕をきたした放
射線脇楽齢且例
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症例は79鼠 密号数 昭亭lm隼6月,子宮癌にて二第虜史

観 術後Ⅹ線照射をうげた.昭和3¢鞍頃,翻覇と血便が)

昭和62年9月髄医をこて放射線擬衆疑いと診断されたB昭

和63年S月謝勘 腸閉塞及び窺管覚職恩による呼吸困難


